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特

集
2
　
玉

座古
代
王

権
の

表
象

　
　
　

　
　

槻
木

・

厨
子

・

倚
子

仁

藤

敦

史

　

01
　
『

古
事
記
』

雄
略
段

　

　

又
、

天

皇、

坐・

長
谷
之
百
枝

槻
下、

為一

豊

楽一
之

時、

伊
勢
国
之

三

重
綵、

　

　

指
二

挙
大
御
盞一

以
献

。

爾、

其
百
枝
槻
葉、

落
浮
二

於
大
御
蓄
ρ

其
綵

、

不

　

　
レ

知
三

落
葉

浮

於
盞
、

猶
献

天
御
酒」

大
皇

、

看
一
行
其、

浮
盞
之
葉」

　

　

打
二

伏
其
綵（

以
・

刀

刺
二

充
其
頚、

将
・

斬
之

時、

其
妹、

自．一
天

皇

日
、

「

莫

　

　
レ

殺
二

吾
身』

有
二

応
レ

白
事
」

、

即
歌
日、

　

　

纏
向
の

日

代
の

宮
は

朝
囗

の

日

照
る

宮

夕
日
の

日

光
る

宮

竹

　

　

の

根
の

　
根
足
る

宮

　
木
の

根
の

　
根
延
ふ

宮

　
八

百
土
よ

し
　
い

杵
築
き

　

　

の

宮

　
真
木
栄
く
　
檜
の

御
門
　
新
嘗
屋
に

　
生

ひ

立

て

る

　
百
足
る

　
槻

　

　

が
枝
は

　
ヒ

つ

枝
は

　
天
を．
覆
へ

り
　
中
つ

枝
は

　
東
を
覆
へ

り

　
下

枝

は

　

　

夷
を
覆
へ

り

上

つ

枝
の

　

枝
の

末
葉
は

中
つ

枝
に

落
ち
触
ら
ば
へ

　

　

中
つ

枝
の

　
枝
の

末
菓
は

　
下
つ

枝
に

　
落
ち
触
ら

ば
へ

　

下

枝
の

　
枝

の

　

　

末
葉
は

　
在
り

衣
の

　一．一
重
の

子

が

　
捧
が

せ

る

　
瑞
玉
盞
に

　
浮
き
し

脂

　

　

落
ち
な
つ

さ

ひ

　
水
こ

を
ろ

こ

を
う

に

　
是

し

も

　
あ
や

に

畏
し

　
高
光
る

　

　

目
の

御
子

　
事
の

　
語
彑．
日

も
　
是

を

ば

　

こ

こ

で

語
ら

れ
て

い

る

槻
木
の

属
性
と

し

て

は

「

百
枝
槻
」

あ
る
い

は
「

百
枝

槻
葉
」

と

あ
る

よ

う
に

樹
勢
が

盛
ん

で

あ

る

こ

と

で
、

さ

ら

に

ヒ

つ

枝
・

中
つ

枝
・

下
つ

枝
と

い

う
三

層
に

形
容
さ

れ

る

円
錐
形
を
押
し

つ

ぶ

し
た

樹
形
に

よ

り

枝
葉
が
直
近
の

下
層
に

落
ち

触
れ

る

様
子
が
語
ら

れ

て

い

る
。
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は

じ

め
に

　
本
稿
は

、

古
代
王

権
に

お
け
る

表
象
物
の

重
要
な

素
材
と

し

て

神
聖

視
さ

れ

た

槻
木
お

よ

び
樹
下

の

神
聖

空
間
を
位
置
付
け
た

う
え
で
、

そ
の

素
材
を

用

い

た

と

考
え
ら

れ
る

厨
子
や

高
御
座
の

椅
子
に
つ

い

て、

文
献
史
の

立

場
か

ら

概

観
を

試

み

た

も
の

で

あ
る。

聖

地
と

し

て
の

槻
下

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
1）

　

槻
木
は、

ニ

レ

科
の

落
葉
高
木
で

あ
る

欅
（
ケ

ヤ

キ）

の

古
名
で

あ
る

。

「 、
白

枝
」

「

大
槻
」

と

表
記
さ

れ

る

よ

う
に

樹
勢
が

盛
ん

で

大
木
に

な
る

こ

と

が

多．
い

た

め
、

古
代
で

は

木
そ

の

も
の

が

神
聖

視
さ

れ
る

だ

け

で

な
く、

そ

の

樹
下
空

間

も
聖
地
・

聖

域
と

な
り

、

儀
式
・

儀
礼
さ
ら

に

は

寺
院
・

官
衙
・

邸
宅
な

ど

の

占

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（
2）

地

場
所
と
し

て

し

ば

し

ば

活
用
さ

れ

た
。

木
材
と

し

て

は

建
築
材
や

家
具

、

弓
の

（
3）

素
材
と

し

て

も
使
用
さ

れ
た

こ

と
が
確
認
さ

れ
る

。

　

槻
木
に

つ

い

て

の

文
献
で

の

記
載
が

詳
細
な
の

は
、

『

古
事
記」

に

み

え

る

三

重
の

采
女
に

つ

い

て

の

伝
承
で

あ

る。

雄
略
天
皇
が
、

長
谷
の

「 ．
酉
枝
槻
」

の

ド

で

酒
宴
を

開
催
し

た
時

、

三

重
の

采
女
が

杯
に

槻
木
の

葉
を
入
れ

た

ま

ま
天
皇
に

差
し

出
し

た

た

め
、

天
皇
は

激
怒

し

采
女
を

斬
ろ

う
と

し
た

が、

機
転
を

利
か

せ

て

天

皇
賛
美
の

歌
を
歌
い
、

そ

の

難
を
逃
れ

た

と

伝
承
す
る。
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槻
木
の

神
聖
性
に

つ

い

て

は、

歌
謡
に

よ

れ
ば
檜
造
り
の

纏
向
宮
（
歌
謡
に

は

雄
略
の

長
谷
宮
で

は

な
く

「

纏
向
の

　
日
代
の

宮
」

と
あ
る

よ

う
に

景
行
の

宮
が

詠
ま

れ

て
い

る

点
は

問
題
だ

が）

に

お

け
る

新
嘗
屋
に

接
し

て

所
在
し

た

と

あ
り、

宮
殿
が

槻
木
を
意
識
し

て

占
地
さ

れ

た

こ

と

が
確
認
さ

れ

る。

宮
名
に

は
、

美
称

と
し

て

植
物
名
が

含
ま
れ
る

も
の

が

多
い

が
、

「

日
本
書
紀
』

に

用

明

天
皇
の

宮

号
が

「

磐
余
池
辺

双
槻
宮
」

と

あ

り、

斉
明
天

皇
も

田

身
嶺
ト

の

「
両
槻
樹」

の

周
辺

に

起
て

た
「

観
」

を
「

両
槻
宮
」

と

名
付
け
た

と
さ

れ

て

い

る

こ

と

は

こ

の

　
　

　

　
　
　
　

（
4

）

場
合
に

は

参
考
と

な
る

。

さ

ら

に

重
要
な
儀
礼
を
執
行
す
る

新
嘗
屋

が

そ

ば

に

建

て

ら

れ

た
こ

と
も、

槻
木
の

依
り

代
と

し

て

の

神
聖

性
を

示
し

て
い

る。

　
こ

う
し
た

樹
木
自
体
の

属
性
や

神
聖

性
を

前
提
と

し

た

う
え
で、

槻
木
の

形
状

が

「

天
・

束
・

夷
」

と

い

う
同
心
円
的
な

世

界
観
を

象
徴
し、

そ
の

樹
下

た

る

中

心
に

は

天
皇
治
世
の

宮
室
が

所
在
す
る

と

い

う
構
図
が

こ

こ

で

は

語
ら
れ

て

い

る
。

　
従
来、

こ

う
し

た

「

天
・

束
・

夷
」

と

い

う
三

者
の

地

理

的
包
含
関
係
が

ど

の

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（
5）

よ

う
な

も
の

で

あ
る

か

議
論
さ
れ

て

き
た

。

私
見
の

結
論
だ

け
述
べ

る

な

ら
ば

、

観
念
的
に

は

「

天
・

東
・

夷
」

の

順
で

ト

下

三

層
の

同
心
円
的
な
空
間
観
念
を
二

小

す
と

す
る

の

が
妥
当
で

あ
る

。

つ

ま
り、

宮
が

世
界
の

中
心
で

あ
る

と
す
れ

ば
、

宮
室

こ

そ

が

天

と
の

接
点
に

位
置
す
る

だ

け

で

な
く
（
治
天
下
の

宮）
、

さ

ら

に

天
は

よ

り亠
咼

次
な
上

層
か

ら

傘
の

よ

う
に

空
間
的
に

周
辺
部
の

「

東
」

や

「

夷
」

も
覆
う
と

観
念
す
る

な

ら

ば
（

普
天

率
土

と

表
現
さ

れ
る

広
大
無
辺

な

天
下

観

念）
、

円
錐
形
の

槻
木
の

形
状
と

は

逆
に

逆
円
錐
形
的
に

構
想
さ

れ

た

空
間
意
識

を
読
み

取
る

こ

と
が

可

能
と

な
る。

落
ち

葉
は

意
識
の

う
え
で

は

世

界
全
体
を

覆

う
「

天
」

か

ら
ロ

ー

ト

状
に

収
斂
し

て

治
天

下
の

巾
心
に

位
置
す
る

天

皇

の

杯
や

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

（
6）

三

重
の

采
女
の

衣
ま
で

落
下

す
る

の

で

あ
り、
「

天
」

が

「

東
」

や

「

夷
」

を
貫

通
し

て

治
天

下
の

宮
に

接
し

て

い

る

樹
木
の

幹
の

イ

メ

ー

ジ

を

語
っ

て
い

る

こ

と

に

な

る。

し

た

が
っ

て、

中
層
の

「

東
」

は

下
層
の

「

夷」

と

重
層
し
つ

つ

も
、

よ

り
遠
方
の

特
殊
な

地
域
を

示
す
概
念
と

し

て

解
釈
さ

れ

る
。

「

纏
向
の

　
凵

代

の

宮
」

と
い

う
景
行
天

皇
の

宮
室
が
詠
ま
れ

て

い

る

こ

と

と
も
関
係

し、

景
行
朝

に

お

け
る

ヤ

マ

ト
タ

ケ

ル

の

蝦

夷
征
討
伝
承
で

は
、

『

日

本
書
紀
』

が

陸
奥
国
ま

で

を

対
象
と

し
て
い

る

の

に

対
し
て
、

『

古
事
記
』

で

は

関
東
地
域
ま

で

し

か

対

象
に

な
っ

て

い

な

い

こ

と

を

前
提
に

す
れ

ば、

特
殊
な

「

夷
」

と

し

て

の

「

東
」

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
（
7）

が

語
ら

れ

て

い

る

と
考
え
ら

れ
る。

　

さ

て
、

槻
木
が

有
し

た

神
聖
性
に

よ

り、

重
要
な

施
設
の

占
地
に

影
響
を

与
え

た

事
例
と
し
て

は

以

下
の

よ

う
な

史
料
を
示
す
こ

と

が

で

き
る

。

　

02
　
「
万
葉
集』

巻
二

十
i
四一、一
〇
一

番
歌
詞
書

　

　

三

月
十
九
囗

、

家
持
之

庄
門

槻
樹
下
宴
飲
歌
二

首

　

03
　
『
常
陸
国
風
土

記
』

行
方
郡
条

　

　

郡
家
南
門、

有
一

大
槻
ハ

其
北
枝

、

自
垂
触
レ

地、

還
聳
二

空
中
』

其
地、

　

　

昔
有

永
之
沢
』

今
遇
二

霖
雨、

庁
庭
湿
潦

。

郡
側

居
邑、

橘
樹
生

之。

　

04
　
「
続
日

本
後
紀』

承
和
十
四

年
六

月

甲
寅
条

　

　

霖
雨

止
息

。

先
レ

是
。

左
相
撲
司
伐
．
葛
野

郡
々

家
前
槻
樹・

作

大

皷
。

有
レ

　

　

崇
。

由
レ

是
。

奉
二

幣
及
皷
於
松
尾
大
神

以

祈
謝。
〈

用
レ

鼓
牛
皮
十．
一
張。

　

　
一

面
六

張。
〉

　

こ

れ

ら

の

事
例
に

よ

れ
ば

、

ま
ず
『

万
葉
集
』

に

は
、

大
伴
家
持
が

田

舎
で

経

営
し
た

庄
（
タ

ド

コ

ロ
）

の

門、

お

そ

ら
く
は

止

門

と

し

て

の

南
門
に

接
し

て

「

槻
樹
」

が
存
在
し、

宴
会
や

飲
食
を
行
う
聖
な
る

空

間

と

し

て

位
置
付
け

ら

れ

て

い

た

こ

と

が

記
さ

れ

て

い

る
。

　

つ

ぎ

に

『

常
陸
国
風
十

記
』

に

は

行
方
郡
の

郡
家
の

南
門
に

接
し

て

同
じ

く

「

一

大
槻
」

が

あ
り、

そ

の

北

側
の

枝
は

「

自
然
に

垂
れ

ド
が
っ

て

地

而
に

触
れ

て
、

再
び

反
り
返
っ

て

空
に

聾
え
る
」

特
異
な
形
状
で

あ
っ

た
こ

と

が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

当
該
地
は、

渓
流
が

あ
っ

た

た
め

、

長

雨
の

際
に

は、

郡
家
の

庁
庭
に

41
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水
が

た

ま

る

場
所
で

あ
り、

必

ず
し

も
適
地
で

は

な

か
っ

た

と

考
え
ら

れ

る

が、

コ

大
槻
」

の

神
聖
性
を
重
視
し

て

占
地

さ

れ
た

こ

と
が

想
定
さ
れ

る。

そ

れ

か

ら
、

山
城
国
葛
野
郡
の

郡
家
の

前
に

も
「

槻
樹
」

が

存
在
し

た

が
、

妄
り
に

そ

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
8）

木
を
用
い

て

太
鼓
を

作
っ

た

た

め

祟
り
が

あ
り
松
尾
大
社
に

謝
し

た
と

あ
る
、

こ

こ

か

ら

も

郡
家
の

占
地

と

崇
り
を
な

す
神
聖

性
を
読
み

取
る

こ

と

が
で

き
る

。

　
さ

ら

に

寺
院
の

占
地

と
槻
木
の

関

係
に
つ

い

て

は、

額
川

寺
の

事
例

が

あ
る
。

　
05
　
「

額
出

寺
伽
藍

並
条
里
図
」

（
国
立

歴

史
民
俗
博
物
館
蔵）

　
卜
条
四

里、一．
坪
「

槻
本
田
四

段
臣
歩
」

（
坪
の

西
北

隅
に

樹
木
の

絵
画
表
現）

　
こ

の

絵
図
に

は
、

額
田

寺
の

伽
藍
と

そ

の

南
門
に

接
し

て

複
数
の

樹
木
が

描
か

れ

て

い

る
。

実
物
に

よ

れ

ば、

そ
こ

に

は
＝ ．
本
ほ

ど

の

樹
木
が

確
認
さ

れ

る
。

具

体
的
に

は

「

槻
本
田
」

と

い

う
小
字
的
な

坪
名
称
に

拠
る

な

ら

ば
、

そ

こ

に

描
か

れ

た

樹
木
は
槻
木
と

す
る

想
定
が
可

能
で

あ
る

。

こ

の

場
合
に

も
先
行
す
る

槻
木

の

場
所
を

考
慮
し

て
、

額
田

部
氏
の

氏
寺
と

し

て
の

額
出

寺
の

占
地
が

な

さ

れ

た

と
解
す
る

こ

と

は

不
自
然
で

は

な
い

．

　
と

こ

ろ

で、

槻
木
の

性
格
を

考
え

る

史
料
は、

こ

の

他
に

も

存
在
す
る。

　
06
　
『

万
葉
集
』

巻．
一

−
二

〇

七

番
歌
題
詞
・
一

＝

○

番
歌

　
　
柿
本
朝
臣
人

麻
呂
妻
死

之
後
泣
血

哀
働
作
歌一
．

首
并
短
歌

　
　
（
中
略）

　
　
う
つ

せ

み

と

思
ひ

し

時
に

念

に

云
ふ
、

「

う
つ

そ
み

と
思
ひ

し
」

〉

取

　
　
り
持
ち
て

　
我
が、
一
人

見
し

　
走
り
出
の

　
堤
に

立

て

る

　
槻
の

木
の

　
こ

　
　
ち
こ

ち
の

枝
の

　
春
の

葉
の

　
繁
き
が
ご

と
く
思
へ

り
し

妹
に

は

あ
れ

ど

　
　
頼
め

り
し

　
児
ら

に

は

あ
れ

ど

…

：

　
07
　
「
常
陸
国

風
⊥

記
』

行
方
郡
条

　
　
所
二

以
称

行
方
郡

者、

倭
武
天

皇、

巡
・
狩
大

下
ハ

征
一
平
海
北．、

当
レ

是
、

　
　
経
．
過
此
国」

即、

頓一

幸
槻
野

之
清
泉、

臨
レ

水
洗
・

手、

以
レ

玉

為
井

。

〈

今

　
　
存一

行
方
里
之

中一
〉

謂

王

清
水』

　
堤
に

枝
を

伸
ば

し

て

い

る

様
了
や

清
泉
の

近
く
に

「

槻
野
」

が

あ
る
こ

と

に

注

R
す
る

な
ら

ば
、

水
と

の

関
係
が

深
い

場
所
に

生
育
し

て
い

る

こ

と

が

指
摘
で

き

る
。

行
方
郡

の

郡

家
近

く
の

「

、

大

槻
」

も

か

っ

て

渓
流

が

存
在
し
た
場
所
で

あ

り
、

額
田

寺
の

南
門
付
近
も
佐
保
川

の

自
然
堤
防
の

後
背
湿
地
位
置
し

て

い

る
こ

と

が

想
起
さ

れ
る。

水
辺
に

生

育
す

る

大
木
に

対
す

る

神
聖

な
信
仰
が
い

ず
れ
の

場
合
に

も
共

通
し

て

い

る

こ

と

が

指
摘
で

き

る
。

　
最
後
に

な
っ

た

が
、

寺
院
と

槻
木
と

の

関

係
を
示

す
著
名
な
事
例
と
し

て

は

飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9）

鳥
寺
の

西
に

存
在
し

た

「

槻
樹
」

が

あ
る

。

　
08
　
『

日

本
書
紀
』

皇

極一．一
年
止

月
乙

亥
朔
条

　
　
中
臣
鎌
予
連
…

…

歴
試
接

於
王

宗
之

中」

而
求
下

吋
レ

立
一
功
名

哲
主
『

便

　
　
附・

心

於
中
大
兄」

疏
然
未
レ

獲
レ

展一

其
幽
抱。

偶
預
卜

中
大

兄

於一

法

興
寺

　
　
槻
樹
之

下

打
鞠
之
侶
い

而
候一

皮
鞋
隨
レ

鞠
脱
落、

取
一
置
掌
中、

前
跪
恭
奉。

　
　
中
大
兄

対
跪
敬
執

。

自
レ

茲
相
善
倶
述
レ

所
懐、

既
無
レ

所
レ

匿
。

　
09
　
「

日

本
書
紀』

孝
徳
即
位
前
紀
皇
極
四

年
六

月
乙

卯
条

　
　
天

皇
・

皇
祖
母
尊
・

皇
太
子
於

大
槻
樹
之
「一

召
一
集
群
臣」

盟

日
。

　
10
　
『

日

本
書
紀
』

天

武
元

年
六

月
己

怯

是

凵

条

　
　
爰
留
守
司
高
坂
王

及

興
レ

兵
使
者
穗
積
臣
百
足
等
拠

飛
鳥
寺
西

槻
ド

為
レ

　
　
営

。

唯

百
足

居
・
小

墾
田

兵

庫」

運

兵
於
近
江

。

時
営
中
軍
衆
聞
二

熊
叫

　
　
声

（

悉
散
走。

仍
大
伴
連
吹
負
率
二

数
十
騎

劇
来

。

則
熊
毛
及
諸
直
等
共

　
　
与
連

和。

軍

士
亦
従

。

乃
挙一

高
市
皇
子
之

命、

喚

穗
積
臣
百
足

於
小
墾

　
　
田
兵
庫

。

爰
百
足
乗
レ

馬
緩
来、

逮

于
飛
鳥
寺
西
槻
下
』

有
レ

人
日、

下
レ

　
　
馬
也。

時
百
足
下
レ

馬
遅
之。

便
取一

其
襟

以

引
墮、

射
中

二

箭一
。

因

拔

　
　
レ

刀

斬
而
殺
之

。

　
11
　
『

日

本
書
紀
』

天
武
六

年．
一
月
是
月

条
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士ミ座

　
　

饗

多
禰
嶋
人

等
於
飛
鳥
寺
西
槻
下

心

　
12
　
「

日

本
書
紀
』

天

武
九
年
七

月
甲
戌
朔
条

　
　
飛
鳥
寺
西
槻
枝、

自
折
而
落
之

。

　
13
　
『

日

本
書
紀
』

持
統
二

年
卜

二

月
丙
申
条

　
　

饗

蝦
夷
男
女
二

百
一

十
三

人

於
飛
鳥
寺
西
槻
下
』

仍
授
二

冠
位」

賜
レ

物
各

　
　
有
レ

差。

　
14
　
『

日

本
書
紀
』

持
統
九
年
五

月
丁

卯
条

　
　
観．

年
人

相
撲
於
西
槻
下一

　
法
興
（

飛
鳥
）

寺
の

西
に

は

「

槻
」

「

槻
樹
」

「

大
槻
樹
」

な
ど

と
表
現
さ
れ

た

　
　
　
　
　
　
　
（
10）

槻
木
が

存
在
し、

蹴
鞠
や

盟
約
の

場、

倭
京
留
守
司

の

本
営、

さ
ら

に

は

南
島
人

や

蝦
夷
へ

の

饗
宴、

隼
人

の

相
撲
な

ど

異
種
族
視
さ

れ

た

辺
境
民
と
の

儀
礼
の

場

な
ど

と

し

て

多
様
に

利

用
さ
れ

て
い

る．

そ
の

場
所
は
、

東
西
を
飛
鳥
寺
と

飛
鳥

川
に

挟
ま
れ

た

空
間
で
、

南
北
に

は

浄
御
原
宮
の

苑
地
遺
構
と

漏
刻
が

発

見
さ

れ

た
石
神
遺
跡
が

位
置
す
る

水
辺
の

儀
式
空

間
で

あ
っ

た
。

槻
木
と

の

明
示
は

な

い

が、

同
一

場
所
と
想
定
さ

れ
る

「

飛
鳥
寺
西
」

と

の

記
載
に

は、

仏
教
の

世
界
観

で

は
、

世
界
の

中
心

に

彎
え
る

高
山

で

あ
る

「

須
弥
山
」

が

作
ら
れ、

祖
先
の

霊

を
招
く
孟

蘭
盆

会
が

開
催
さ
れ

た

と

も
あ

る
。

09
の

記
載
に

よ

れ

ば

孝
徳
は
、

「

大
槻
樹
之
ド

」

で

天

神
地

祇
に

対
し

て

盟

約
を

お
こ

な
っ

た

と

あ
り、

「

大
槻
」

が

天

と

の

接
点
で

あ
る

こ

と

を

示
し

て

い

る
。

孝
徳
の

即
位
は

こ

れ

よ

り
五

凵

前

に、
「

壇
」

に

登
っ

て

即
位
し

た

こ

と

の

み

記
載
さ

れ

る

が
、

同
じ

場
所
で

あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

た
可

能
性
が
指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　
15
　
『

日

本
書
紀
』

斉
明
三

年
七

月
辛
丑

条

　
　
作

蘋
彌
山
像
於
飛
鳥
寺
西

。

旦
設
二

盂
蘭
公

瓦

会
。

暮
饗．

覩
貨
邏
人
』

〈

或

　
　
本
云

、

堕
羅
人

。

V

　
16
　
『

日
本
書
紀
］

天

武
十
年
九
月
庚
戊
条

　
　
饗
二

多
禰
嶋
人

等
于

飛

鳥
寺
西
河
辺、

奏
二

種
種
楽而

　
17
　
『

日

本
書
紀
」

天
武
十
一

年
七

月
戊
午
条

　
　
饗・

隼
人

等
於
飛
鳥
寺
西

A

発
一
種
々

楽』

仍
賜
レ

禄
各
有
レ

差
、

道
俗
悉
見

　
　
之

。

　
辺

境
民
の

服
属
を
誓
う
場
所
と
し

て

の

儀
礼
の

場
は

六
世

紀
か

ら

八

世
紀
に

か

け
て、

 
泊
瀬
中
流
−
敏
達
朝

、

 
（
難
波）

朝
−
皇
極
・

斉
明
朝、

 
飛
烏
寺

の

西

の

広
場
−
斉
明
・

持
統
朝

、

 
藤
原
宮
の

朝
堂
−
文
武
朝
の

よ

う
に

大
き
く

　
　
（
12V

変
化
す
る。

こ

れ

は
、

 
宮
外
↓
 一
朝
庭
↓
 
特
定
施
設
↓

 一
朝
堂
と

い

う
変
化

と

し

て

位
置
付
け
る

こ

と

が

で

き
る

。

 
の

特
定
施
設
で

の

饗
宴
は、

大
工

に

よ

る

外
交
権
の

独
占
過
程
に

行
わ

れ

て

い

る

こ

と

に

着
目
す
る

な

ら
ば、

誓
約
の

場

に

お

け
る

大
f
の

排
他
的
地
位
を
前
提
に

し
た

儀
礼
で

あ
っ

た．．

伝
統
的
に

臣
ド

の

場
で

あ
っ

た

「

朝
」

を
避
け
て、

天

神
地
祇
や

天

皇
霊、

四

天
王、

三

十一．一
天

な

ど

国
家
の

守
護
神
ら

に

誓
う
形
式
で

秩
序
形
成
者
と

し

て
の

大
王

を

強
調

し

た

　
　
　
　
　
　
（
B）

も

の

と

推
測

さ

れ

る
。

お

そ

ら

く、

 
の

都
城
制
段
階
は
、

 
（
朝
庭
・

臣
下
の

場
・

多
元
的

服
属）

と

 ．
（
天
上
世
界
と

の

結
節
点
・

秩
序
形

成
者
と

し

て

の

大

王
・

＝
兀

的
服
属）

の

性
格
を
統
合
・

止
揚
し

た

も
の

で

あ

る
。

　
朝
堂

に

犬

皇
が

出
御
す
る

大
極
殿
が

付
加
さ

れ

る

の

は
、

飛

鳥
寺
の

西
の

広
場

の

消
滅
時
期
と
対
応
し

て

お

り
、

天

下

の

中
心

で

天
ヒ

世
界
と

の

唯
一

の

結
節
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14）

で

あ
る

高
御
座
の

成
立

と

も
関
係
す
る

。

高
御
座
が

天
の

接
点
と

さ

れ

る

よ

う
に

な

る

の

は
、

か
っ

て

宮
の

近
傍
で

行
わ

れ

て

い

た

槻
下
で

の

儀
礼
が

廃
絶
し

て

以

降
と

な

る

の

は

偶
然
で

は

な
い

。

王

権
の

表
象
物
が

律
令
制
度

や

都
城
制
成
立

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
15）

と

も
な
い
、

各
地

に

所
在
し

た

天

と

の

接
点
で

あ
る

槻
木
か

ら

高
御
座
へ

と

収
斂

し、

転
換
し

た
こ

と

が

指
摘
で

き
る

。

ち
な
み

に
、

浄
御
原

宮
と

推
定
さ

れ

る

飛

鳥
京
跡
の

エ

ビ

ノ

コ

（
東
南）

郭
が、
『
冂

本
書
紀
』

の

天

武
紀
が

記
す
よ

う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
16）

「

大
極
殿
」

と

し

て

機
能
し
た

か
と

い

う
議
論
が

あ

る

が、

飛
鳥
寺
の

西
広
場
で
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の

儀
礼
と

の

関
係
性
か

ら

す
れ

ば、

天

と

の

唯
一

の

接
点
と

の

観
念
に

お

い

て

不

十
分
な

段
階
で

あ
っ

た

と

判
断
さ
れ

る
。

少
な

く
と

も
天

武
・

持
統
の

即
位
の

場

所
は
、

前
者
が

有
司
に

命
じ
て

臨
時
に

壇

場
を

屋
外
に

設
け
て

即
位
し

た

と

あ

り

（
天

武
紀
二

年一
．

月
癸

未
条
）

、

後
者
も
即
位
の

場
所
に

つ

い

て

の

記
載
は

な
く、

天

武
の

殯
宮
が

終
了
し

た

直
後
と
す
れ

ば
、

い

ず
れ

も
屋

外
の

南
庭
の

可

能
性
が

高
い

。

律
令
制
下
に

お

け
る

大

極
殿

（
高
御
座）

の

重

要
な
機
能
で

あ

る

即
位
の

場
と

し

て

の

役
割
を
、

天

武
・

持
統
期
に
エ

ビ

ノ

コ

（
東
南）

郭
は

ま

だ
果
た

し

て
い

な

か
っ

た

と
考
え
ら

れ

る
。

即
位
場
所
は、

孝
徳
の

飛
鳥
寺
の

西
の

広
場
か

ら

浄
御
原
宮
内
部
の

南
庭
へ

と

変
化
し

た

が
、

あ
く
ま

で

屋

外
の

臨
時
的
な

も
の

で

あ
り、

文
武
の

即
位
宣
命
に

「

高
御
座
」

が

見
え、

元

明
が

「

大
極
殿
」

で

即

位
し

た

と

明
記
さ
れ

る

よ

う
に、

恒
常
的
な
場
所
に

ま

だ

固
定
し

て
い

な
い

点
で

、

過
渡
期
的
な
様
相
を

読
み

取
る

こ

と

が

で

き
る

。

　
以

L
に

よ
れ

ば、

寺
院
・

官
衙
・

邸
宅

な
ど

の

重
要
な

施
設
の

占
地

場
所
と

し

て

神
聖

視
さ
れ

た
槻
木
の

周
辺
が
し

ば

し

ば

利
用
さ

れ

た

こ

と、

さ
ら

に

王

権
へ

の

服
属

儀
礼
や

工
権
内
部
の

盟

約
な

ど

に

も
利
用
さ

れ

た

こ

と

が

確
認
さ

れ
、

槻

木
が

古
代
王
権
の

重

要
な

表
象
物
と

し

て

機
能
し
て

い

た

と

い

え
る

。

一
一

赤
漆
文

槻
木
厨
子

　
『

出

雲

国
風
土

記』

の

産

物

記
載
に

は、

諸

郡
に

生

育
す
る

樹

種
と

し
て

「

槻
」

が

し
ば
し
ば

見
え

て

い

る

（
意
宇
・

秋
鹿
・

楯
縫
・

神
門
・

大
原
郡
条）
。

こ

れ

は
、

建
築
材
や

家
具
な
ど

に

「

槻
木
」

が

古
く
か

ら

注
冂

さ
れ

て

い

た

こ

と

を
示
し

て

い

る
。

こ

の

点
は

先
述
し

た

重
要
な

施
設
の

占
地

の

問
題
だ

け
で

な

く、

素
材
と

し

て

槻
木
の

問
題
を
考
え
る

場
合
に

前
提
と
な
る

も
の

で

あ
る

。

正

倉
院

の

宝

物
と

し
て

伝
わ

る

も
の

の

な
か

に

は

「

槻
御
弓
六

張
」

以

外
に

も
、

厨
子

や

椅
子
の

素
材
と

し

て

も
用
い

ら
れ

て

い

る
。

す
な

わ
ち、
『

束
大
寺
献
物
帳
」

に

よ

れ

ば
、

槻
木
で

作
ら

れ
た

こ

と

が

明
記
さ

れ

て

い

る

の

は
、

天

武
天

皇
か

ら

累

代
の

皇
統
に

伝
え
ら

れ

た

「

赤
漆
文
槻
木
厨
子

」

と

百

済
の

義
慈
モ
か

ら
内
大
臣

藤
原
鎌
足
に

贈
ら

れ

た

「

赤
漆
槻
木
厨
子
」

が

あ
る

。

こ

の

う
ち、
「

赤
漆
文
槻

木
厨
子
」

が

現
存
し、
『
献
物
帳
』

に

は

見
え

な
い

が、

大
型

の

四

脚
椅
了
「

赤

漆
槻
木
胡
床
」

（
た

だ

し、

名
称
は

明
治
期
に

付
せ

ら

れ

た

も
の）

が

南
倉
に

伝

え

ら

れ

て

い

る
。

　
18
　
天
平
勝
宝
八

歳

六

月
二

十
一

凵

「

東
大
寺
献
物
帳
」

（
正

倉
院
文
書
）

　
　
厨
子
壱
口
赤
漆

槻
木、

宀
様
作、

金
銅

作
鋏
貝

　
　
右
件
厨
子、

是
飛
鳥
浄
御
原
御
宇

　
　
天

皇
伝
賜
藤
原
宮
御
宇

　
　
太
上

天

皇、

天

皇
傳
賜
藤
原
宮
御
宇

　
　
太

行
天

皇
、

天

皇
傳
賜
平
城
宮
御
宇

　
　
中
太
L
天

阜、

天

皇

七
月
七
日

傳
賜

平
城
宮
御
宇

　
　
後
太
上

天
皇、

天

皇
傳
賜

　
　
今
上

、

今
上

謹
見
献
盧
舎
那
仏

　
　
（
巾
略）

　
　
赤
漆
槻
木
厨
子
一

口

　
　
右

、

百
済
国
王

義
慈
進
於
内
大
臣

　
「

赤
漆

文
欟

木
厨

子
」

の

伝
来
に
つ

い

て

は、

飛
鳥
浄
御

原

御

宇
天

皇

（
天

武）
・

藤
原

宮
御
宇
太

E
天
皇
（
持
統）
・

藤
原
宮
御
宇
太

行
天

皇
（
文
武）
・

平

城
宮
御

宇
中
太
上

天

皇
（

元

正）
・

平

城
宮
御
宇
後
太
上

天

皇
（
聖

武）
・

今
上

（
孝
謙）

の

順
番
で

伝
領
さ

れ

た

と

す
る

が、

こ

こ

に

は

草
壁

皇
子
や

元
明

天
皇

の

名
前
は

な

く、

か

わ
っ

て

持
統
天

皇
や

元

止

天

皇、

孝
謙
天
自
上

と

い

う
女
帝
の

名
前
が
見

え
る

。

し
ば

し
ば

こ

の

伝
来
過
程
と

対
比
さ

れ

る

の

は
、

「

黒
作
懸
佩

刀
一

口
」

に

ま
つ

わ

る

伝
世
の

記
載
で

あ
る

。
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19
　
天

平
勝
宝
八

歳
六

月
二

十
一

日
「

東
大
寺
献
物
帳
」

（
正

倉
院

文
書）

　
　
黒
作
懸
佩
刀
一

凵

（
註
略）

　
　
右
凵

並

皇
チ
常
所
佩
持、

賜
太
政
太
臣、

大
行
天

皇
即
位
之

時
便
献、

大
行

　
　
天
皇
崩
時
亦
賜
太
臣、

太
臣
薨
日
更
献
　
後
太
ヒ

天

皇

　
そ

れ
に

よ

れ

ば
、

元
来
は

草
壁

皇
子
が

愛
用

の

も
の

で

藤
原
不
比

等
に

下

賜
さ

れ
、

不
比

等
は

草
壁
の

嫡
子
軽
皇

子
（

後
の

文
武
天
皇
）

が

即
位
す
る

時
に

献
上、

文
武
天
皇
が

死
去
し

た

と
き
に

再
び
不
比
等
に

下
賜
さ

れ、

さ

ら

に

不
比
等
が

没

す
る

と
文
武
の

嫡
男
首
皇
子
（
後
の

聖
武
天

皇）

に

献
上
さ

れ

た

と

記
さ
れ

て
い

る
。

こ

の

「

黒
作
懸
佩
刀
一

口
」

に

ま
つ

わ

る

伝
肚
の

過
程
に

よ

り、

草
壁
・

文

武
・

聖
武
と

い

う
草
壁
皇
子
の

嫡
系
に

限
定
さ

れ
た
継
承
を

象
徴
す
る

も
の

と
さ

れ
、

さ
ら

に

不
比

等
が
皇
位
の

継
承
に

つ

い

て

草
壁
皇
子
か

ら
後
事
を

託
さ

れ

た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
17）

も
の

と
解
釈
さ

れ
て

い

る
。

　
し

か
し

な
が

ら
、

不
比
等
が

『

日

本
書
紀
』

に

記
録
さ

れ

る

よ

う
に

な
る

の

は、

草
壁
皇
予
が

没
す
る

直
前
の

持
統
三

年
以
降
で

あ
り、

そ

れ

以
前
に

お

け
る

両
者

の

関

係
は

不

明
で

あ
る

。

さ
ら

に

判
事
に

任
命
さ
れ

た

持
統一．一
年
以
前
の

不
比
等

の

政

治
的
立

場
は

、

藤
原

姓
の

使
用

が
、

い

ま

だ

鎌
足
子
孫
に

限
定
さ
れ

な

い

段

階
で、

広
く
中
臣
氏
に

も
用
い

ら

れ、

中
臣
大
嶋
や

意
美
麻
呂
が

氏
上

的
地
位
に

あ
っ

た
よ

う
に

過
大
評
価
で

き

な

い
。

さ

ら

に

「

粟
原
寺
鑪
盤
銘
」

な

ど

に

よ

れ

ば
、

持
統
朝
に

お
い

て

藤
原
氏

の

氏
上

的
な
地

位
に

あ
っ

た

「

仲
臣
朝
臣
大
嶋
」

が
「

R
並
御
宇
東
宮
」

と
関
係
が

深
か
っ

た

こ

と

が

明
記
さ

れ

て

い

る

の

で、

当

初
は

大
嶋
に

対
し
て

賜
っ

た

も

の

を、

後
に

不
比
等
へ

の

賜
与
に

改
め

た
可
能
性

が
高
い
。

藤
原
不
比
等
の

事
績
顕
彰
は

、

光
明
皇
太
后
や

藤
原
仲
麻
呂
の

時
代
に

集
中
的
に

お

こ

な
わ
れ
て

お

り
、

鎌
足
と
と

も
に

始
祖
と
し

て

偶
像
化
さ
れ

た
側

面
が

否
定
で

き
な
い
。

鎌
足
・

不
比
等
お

よ

び

武
智
麻
呂
ら

の

功
臣
と

し
て

の

人

物
イ

メ

ー

ジ

は

ま
さ

に

仲
麻
呂
の

時
代
に

「

家
伝
」

な
ど
に

よ

り
積
極
的
に

形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18）

さ

れ
て

く
る

と

い

っ

て

も
過
言
で

は

な
い

。

仲
麻

呂
に

よ

る

祖
先
顕
彰
は、

あ
く

ま
で

そ

れ

自
体
が
目
的
で

は

な

く
藤
原
氏
嫡
流
と

し

て

の

自
己

の

地
位
形
成
と
密

接
な
関
係
が

あ
っ

た
。

『

家
伝
』

の

編

纂
に

よ

り
功
臣
と

し

て

の

始
祖
の

確
立
と

藤
原
氏
嫡
系
の

確
認
を
お

こ

な
い

、

『

姓
氏
録』

序
文
や

「

中
臣
系
図
」

に

よ

れ

ば、

天
平
宝
字
五

年
に

は

後
の

「
新
撰
姓
氏
録
』

に

継
承
さ

れ

る

「

氏

族
志
」

の

編
纂
を

計
画
し
、

「

恵
美
家
」

と
し
て

「

積
善
藤
家
」

の

地
位
を
確
立
し
よ

う
と

試
み

て
い

る
。

不
比

等
が

皇
室
の

草
壁
嫡
系
継
承
に

深
く
関
与
し

た

と

の

伝
承
を

潤
色
す
る

こ

と

は

「

功
臣
」

不
比

等
の

位
置
づ

け

と

し

て

は

必

要
な
こ

と

で

あ
り

、

ひ
い

て

は

藤
原
氏
内
部
の

嫡
系
的
継
承
（
鎌
足
・

定
恵
の

死
去
に

よ

り
不
比
等
・

武
智
麻
呂
・

豊
成
の

失
脚
に

よ

り
紳
麻
呂）

を
草
壁

嫡
系
継
承
と

の

パ

ラ

レ

ル

な

関
係
に

よ

り
正

統
化
す
る

意
味
が

あ
っ

た
。

淳
仁

即
位
時
の

尊
号
奉
献
が

草
壁
・

聖
武
以
ド

の

皇

室
だ

け
で

な
く、

不
比
等
・

武
智
麻
呂
・

房
前
・

仲
麻
呂
ら

藤
原

氏
嫡
系
に

対
し

て

も
追
号
が

あ
っ

た

こ

と
と

同

じ

施
策
で

あ
る

。

　
し

た

が
っ

て、

仲
麻
呂
ら

が

作
成
し

た

天
平
勝
宝
八

年
（
七

五

六）

六
月
の

「

東
大
寺
献
物
帳
」

に

み

え
る

黒
作
懸
佩
刀

の

由

緒
は、

実
際
の

皇
位
継
承
を
示

す
こ

と
よ

り

も
、

不
比
等
が

皇
位
継
承
に

関
与
し

た

キ
ン

グ
メ

ー

カ

ー

で

あ
っ

た

こ

と

を

示
す
こ

と

に

力
点
が
あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

「

東
大
寺
献
物
帳
」

の

黒

作
懸
佩
刀

の

由
緒
は

「

家
伝
」

を

作
成
し

た

と

の

同
じ

よ

う
に

不
比
等
を

顕
彰
す

る

必

要
か

ら

仲
麻
呂
に

よ

る

潤
色
の

可

能

性
が

高
い

と
考
え
ら

れ

る
。

「

献
物

帳
」

の

筆
頭
に

、

彼
の

署
名
が

な
さ

れ
て
い

る

点
が

無
視
で

き

な

い

の

で

あ
る。

　
な
お、

こ

の

刀
は

、

不
比
等
が

皇
太
子
時
代
の

聖

武
天

皇
に

贈
っ

た

と

の

由
緒

を
記
す
「

横
刀
一

口
」

と

と

も
に

天

平
宝
字
三

年
末
に

「

除
物
」

と
さ

れ

て
い

る
。

こ

の

理
由
に
つ

い

て

は、

光
明
皇
后
が
献
納
後、

淳
仁
天

皇
に

送
り、

翌

年
一

月

の

朝
賀
の

儀
に

用
い

ら
れ

た

と

の

推
測
も
な
さ

れ

て

い

る

よ

う
に

、

藤
原
氏
と
皇

室
の

関
係
の

深
さ
を

象
徴
す
る

ア

イ

テ
ム

と

し

て

必

要
以

上

に

権
威
付
け
ら

れ

て
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い

る
。

さ

ら

に

刀
と

い

う
要
素
か
ら、

男
性
天

皇
に

限
定
し

て

贈
ら
れ
る

と

い

う

性
格
が

看
取
さ

れ
る

の

で、

当
然
な

が

ら

女
帝
の

即
位
を
正

統
化
し
た

当
時
の

双

系
的

な
皇
統
意
識
は

必
ず
し

も

反
映
し
て
い

な

い

こ

と

に

な

る。

　
ち

な

み

に

「

鎌
足

伝
」

に

は

皇
極
女
帝
が

政

治
的
求
心
力
を

持
ち
得
な
か
っ

た

こ

と

が

強
調
さ

れ
て

い

る

が、

こ

れ

も
光
明
皇
太
后
没
後
に

お

け
る

仲
麻
呂
政
権

下
の

高
野
大

皇
（
孝
謙
女
帝）

の

評

価
と
連
動
し
た
も
の

で

あ
り

、

男
系
に

よ

る

直
系
継
承
を
過
度
に

強
調
す
る

立

場
か

ら

の

潤
色
と
考
え

ら

れ

る
。

仲
麻
呂
の

立

場
か

ら

す
れ

ば
、

皇
室
の

男
系
に

よ

る

嫡
系
継
承
お

よ

び

不
比

等
に

よ

る

関
与
を

強
調
す
る

必

然

性
が

存
在
し

た

こ

と

は

疑
い

な
い

。

女
帝
の

存
在
を
無
視
し

た

「

黒

作
懸
佩
刀
一

凵
」

に

ま
つ

わ

る

伝
承
は

必
ず
し

も
客
観
的

な
事
実
を

伝
え
て

い

な

い

こ

と

に

な
る

で

あ

ろ

う
。

　
反

対
に

「

赤
漆
文
欟
木
厨
子
」

に

は

伝
領
の

要
素
と

し

て

持
統

、

元
正、

孝
謙

ら

の

女
帝
が

含
ま
れ

て
い

る。

そ
こ

に

は

草
壁
・

文
武
・

聖

武

と

い

う
男
系
の

嫡

系
に

限

定
さ

れ

た
継
承
を

象
徴
す
る

「

黒
作
懸
佩
刀
」

と

は

異
な
る

原
理

が

存
在

し

た

こ

と

を
示
し

て

い

る
。

男
帝
と

女
帝
が

夫
婦
ペ

ア

と

し

て

継
承
の

要
素
と

な

っ

て

い

る

こ

と

は、

当
時
の

系
譜
意
識
を

示
す
も
の

と

考
え
ら

れ
る．

女
帝
が

排

除
さ

れ

て

い

な
い

こ

と
は

、

仲
麻
呂
に

よ

り

作
為
さ

れ
た

「

黒

作
懸
佩
刀
」

の

伝

領
原
理

よ

り

も
、

止

し
い

系
譜
意
識

を
示
し

て

い

る

こ

と

に

な

る
。

　
す
な

わ

ち
元
正
は、
『
続
日

本
紀
』

の

宣

命
に

よ

る

と、

皇
統
譜
上

で

は、

竪

后
が

い

な
い

文
武
天

皇
の

正

妻
的
な

立
場
に

あ
り、

聖
武
の

母
（
王

祖
母）

と

し

　
　

　

　
　
　
　

　

（
20）

て

位
置
づ

け

ら

れ

て

い

る
。

「

天

皇
位
が

擬

制
を
含
む
父

母

子
間
で

継
承
さ

れ

て

い

く
と

い

う
意
識
」

は

正

し

く
評
価
す
べ

き

で

あ
り、

天

皇
の

母
（
皇
太
后）

と

し

て

女
帝
を

位
置
づ

け

る

視
角
が

従
来
は

欠
落
し

て

い

た

こ

と

に

な

る。

父

文
武

か

ら

擬
制
的
な
母
た

る

「

王

祖
母
」

元

正

を
経
由
し

て、
「

朕
が

子」

た

る

聖

武

へ

受
け

継
が

れ
た

も

の

と

す

れ

ば、

祖
母
元

明
を
経
由
し

な
い

こ

と
は

理

解
さ

れ

る
。

そ

の

う
え
で

女
帝
で

唯
一

人
立

太

子
し

た

孝
謙
が、

禦

武
の

正

統
な

後
継
者

と

し
て

位
置
づ

け
ら

れ

て

い

る

こ

と

も
正
し

く
評
価
す
る

必

要
が

あ

る
。

孝
謙
以

外
の

女
帝
が

立

太
子
し

な

い

の

は
、

こ

う
し

た

系
譜
意
識
と

無
関

係
で

は

な

い
。

な

お、

孝
謙
天
皇
か

ら

皇
太
子
道
祖
王

や

淳
仁
天

阜
に

伝
領
さ

れ

ず
東
大

寺
に

献

納
さ

れ

た

の

は
、

草
壁
直
系
で

は

な
い

皇
太
子
道
祖
土
や

「

前
聖

武
天

皇
の

皇
太

子
」

に

位
置
付
け
ら

れ

た

淳
仁
を

正

統
な
後
継
者
と
し
て

認
め

ず、

排
他
的
に

草

壁

皇
統
の

み

を
純
粋
視
す
る

孝
謙
の

特
殊
な

意
識
に

よ

る

も

の

で

あ
ろ

う
〔
淳
仁

即
位
時
に

は

改
元

が

な

さ

れ

な

か
っ

た

点
も
こ

う
し

た
意
識

に

よ

る

か
）

。

　
神
聖

視
さ
れ

た

樹
種
で

あ
る

槻
木
で

作
ら

れ

た

厨
子
が、
「

献
物
帳
」

の

二

番

目

に

記
載
さ

れ
、

皇
位
継
承
に

関
連
し

て

皇
室
内
部
で

伝
領
さ

れ

た

こ

と

は
、

王

権
の

表
象
物
と

し

て

重
要
な
役
割
を

果
た
し

て

い

た

こ

と
を

示
す
と

考
え
ら

れ
る

。

三

　

高
御
座
の

椅
子

　
槻
木
を

用
い

た

止

倉
院
宝
物
と

し

て

は、

も
う
一

つ

大
型

の

四

脚
椅
子

「

赤
漆

槻
木
胡
床
」

が
あ
り、

聖

武
天

皇
が

生

前
に

お

い

て

日

常
的
に

用
い

た

も

の

と

推

定
さ

れ

て

い

る
。

た

だ

し、

坐

具
と

し

て
の

椅
予

が

い

つ

か

ら

儀
礼
上

で

重

要
視

さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

の

か

に

つ

い

て

は

議
論
が

分

か

れ

て

い

る．
、

半

安
時
代
の

儀
式
に

お

い

て

天

皇
の

座

と

し

て．
半
座

や

大
床
子

と

と

も
に

倚
子

が

用
い

ら

れ
て

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
（
21）

い

た

こ

と

は

儀
式
書
に

明
記
が

あ
る

が
、

大

極
殿
の

高
御
座

の

檀
上

に

い

つ

か

ら

倚
子

が

置
か

れ
る

よ

う
に

な
っ

た

か

に

つ

い

て

は、

平
安
初
期
と

す
る

議
論
と

七

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
（
22）

世
紀
以

前
か

ら
と

す
る

議
論
が

存
在
す
る。

私
見
は、

人

物
埴
輪
に

み

え
る

倚
子

座

の

存
在
や

『

日

本
書
紀
』

の

胡
床
の

記
載
を
重
視
し
て、

後
者
の

七

世
紀
以
前

か

ら

の

説
を

支
抃
す
る

。

　
ま
ず
古
墳
時
代
の

人

物
埴
輪
に
つ

い

て

は、

塚

山

良
道
氏
の

研

究
が

注
日
さ

れ

（
23）る

。

こ

れ
に

よ
れ

ば
、

し

ば

し

ば

人

物
埴
輪
は
、

男
女
の

坐

像
を

中
心

に

配
置
さ
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特集 2 玉 座

れ
、

あ
ぐ
ら

を
か

い

た

り

（
胡
坐
・

跏
趺
坐
）
、

腰
掛
け
に

坐
る

（
倚
坐）

占
墳

の

被
葬
者
と

想
定
さ

れ
る

男
性
に

相
対
し
て、

正

座
姿
や

腰
掛
け

に

坐

る

女
性
が

食
器
を

捧
げ
持
つ

光
景
が

再
現

で

き、

坐
具
に

坐

る

こ

と
が
一

つ

の

身
分
表
象
と

考
え
ら

れ

て

い

た
．

中
心
人
物
の

座
り
方
は

腰
掛
け

に

腰
を
か

け
脚
を

垂
ら

し
た

「

倚
坐
」

と

足

を
組
ん

で

坐

る

「

あ
ぐ
ら

ず
わ

り
」

と

称
さ

れ

る

「

胡
坐
」

に

人

き
く
は

二

分
さ

れ

る
。

こ

れ

に

対
応
し

て

「

跪
坐
」

の

男
性
が
近

接
し

て

従
属
す

る

配
置
を
取
り、
「

坐
る

首
長
」

に

対
し
て

「

跪
く
人
」

や

「

立
つ

人
」

が

ま

わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24）

り
を

囲
む
と

い

う
関
係
が

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　

中
国
で

は

西
晋
以

降
に

遊
牧
民
族
の

侵
入
に

よ

り、

正
座
（
或
い

は

趺
坐）

か

ら

倚
坐
へ

と

習
俗
が

転
換
し、

唐
代
に

な
る

と
男
女
と

も
に

倚
坐

が

支
配
層
男
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25
）

の
一

般
的
な
座
り
方
に

な
る

と
さ

れ

る
。

、

方、

我
が

国
で

は

縄
文
時
代
以

来
の

蹲
踞
の

伝
統
が

あ
り、

弥
生

時
代
の

木
製
腰
掛
け、

古
墳
時
代
前
期
以

来
の

腰
掛

け
状

石
製
模
造
品
（
坐

板
の

両
側
縁
に

棒
が
つ

く
形
式
）

は、

こ

う
し

た

伝
統
に

対
応

す
る

も
の

で
、

人
物
埴
輪
に

み

え
る

女
性
の

倚
坐

が、

中
国
よ

り
先
行
す
る

こ

と

を

重
視
す
れ

ば、

人
物
埴
輪
の

倚
坐
や

胡
坐

も、

こ

の

系
譜
の

延

長
に

位
置

付
け
ら

れ

る
。

　
た

だ

し、

坐
具
そ

の

も
の

は

中
国
の

胡
床
の

影
響
を

受
け
て

発

達
し

た

と

推
測

（
26）

さ

れ、
『
古
事
記
』

『

口
本
書
紀
」

に

も
有
力
者
が

「

胡
床
」

あ
る

い

は

「

呉
床
」

に

坐

る

事
例
は

散
見

す
る。

　
20
　『
占
事
記
』

応
神
段

　
　
亦
其
山

之
上
、

張

施
垣

立・

帷
幕」

詐
以
二

舍
人一

為
・

王
、

露
坐・

呉
床（

　
　
百
官
恭
敬
往
來
之

状、

既
如

土

f
之
坐

所一

而、

…

…

望
二

其
厳
餝
之

処」

　
　
以
三

為
弟
モ

坐
二

其
呉
床
ハ

　
21
　
『
古
事
記
』

雄
略
段

　
　
後、

更
亦

、

幸
二

行
吉
野

之
時、

留
四

其
童

女
之

所
一
レ

遇
、一

於
其
処」

L

堕

　
大
御
呉
床

而、

坐
・
其
御
呉
床

、

弾
二

御
琴、

令
レ

為
レ

舞

其
嬢
子

。

爾、

　

因．
其
嬢
子
之
好
舞、

作
二

御
歌
』

其
歌
日、
「

阿
具

良
韋
能
　
加
微
能
美
弖

　
母
知
　
比

久
許
登
爾
　
麻
比
須

流
袁
美
那

　
登
許
余
爾
母
加
母
」 、

即、

幸
一

　
阿
岐
豆
野一

而、

御
猫
之
時、

天
皇、

坐一

御
呉
床

。

…
…

於
是、

作

御
歌
』

　
其
歌
凵

、

「

…

…

夜
須
美
斯
志

　
和
賀
游

富
岐

美
能
　
斯
志
麻
都
登

　
阿

具

　
良
爾
伊
麻
志
…

…
」

22
　
『

囗

本
書
紀』

雄
略
四

年
八

月
庚
戌
条

　
幸・

于
河
上

小
野

。

…

…

天
皇
乃

口

号
日、
「
…

…

施
磨
磨
枳

熊、

阿
娯

羅

　
爾
陀
陀
伺

。

企

本。

以

陀
陀

伺
。

易
伊
麻
伺

。

）

施
都
魔
枳
能。

阿
娯
羅
爾

　
陀
陀
伺

。

斯
斯
魔
都
登
…

…
」

23
　
『

日

本
書
紀
』

継
体
元

年
正

月
丙
寅
条

　
遣一

臣
連
等
」

持
レ

節
以

備
二

法
駕
ハ

奉・

迎

三

国
。

夾・

衛
兵
仗（

肅
二

整
容

　
儀（

警一

蹕
前
駈」

奄
然
而
至

。

於
レ

是
男
大
迹
天

皇
嬰
然
白
若、

踞
一
坐

胡

　
床』

斉

列
陪
臣ハ

既
如
レ

帝
坐。

持
レ

節
使
等
由
レ

是
敬
憚

、

傾
レ

心
委
レ

命
、

　
冀
レ

尽一一
忠
誠
』

24
　
「

日

本
書
紀』

欽
明
レ

五

年
卜

二

月
条

　
く

一

本
云、

明
土

乗
二

踞
胡
床

、

解・

授
佩
刀

於
谷
知一
令
レ

斬
。

V

25
　
「

日

本
書
紀』

敏
達
卜
四

年
三

月
丙
戌
条

　
物
部
弓
削
守
屋
大
連
自
詣
二

於
寺、

踞

坐

胡
床」

斫
二

倒
其
塔一

縦
レ

火
燔
之

、

　
并
焼
二

仏
像
与’

仏
殿
』

既
而
取

所
焼
余
仏
像ハ

令
レ

棄一

難
波
掘
江
』

26
　
『

日

本
書
紀』

用

明
元

年
五

月
条

　
馬
子
宿
祢
即
便
隨
去
到
二

於
磐
余一

く

行
至
一
於
池
辺一

也
。

）

而
切
諌
之。

皇

　
子
乃
従
レ

諌
止

。

仍
於
一
此
処

踞
一
坐
胡

床ハ

待
二

大

連一

焉
．

大
連
良
久
而

　
云

土ロ
　

漁
ヒ

レ

衆
報
A
叩
口
凵 、
　

斬川
　

逆
堕
寸一
屮

畆
。

27
　
『

隋
書
』

倭
国
伝
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上

全・
所
司
訪

其
風
俗
』

使
者冖．
禹、

倭
王

以
レ

天

為
レ

兄、

以
レ

目

為
レ

弟
、

　
　
天
末
レ

明
時
出
聴
レ

政、

跏
趺
坐、

日

出
便
停
二

理

務』

　
こ

れ

ら

の

事
例
に

よ

れ

ば
、

ま

ず
応

神
・

雄

略
朝
の

伝
説
的

な
記

載
に

は

「

（
大
御）

呉
床
」

に

坐

す
事
例
が

い

く
つ

か

見
え

る

（
21
〜

23）
。

「

呉
床
」

は

行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
駻）

幸
や

狩
り
な

ど

に

使
用
さ

れ
、

坐

に

お

い

て

琴
を

弾
い

た

と
も
あ

る

が
、

屋
外
で

用
い

ら
れ

た

こ

と

を
重

視
す
れ

ば

腰
掛
け
的

な
座

具
の

可
能
性
が

高
い

。

呉
と

の

表
記
か

ら

古
墳
時
代
に

中
国
か
ら

も

た
ら

さ

れ

た
坐

具
と

想
定
さ
れ

る

が、
「

あ

ぐ
ら

に

立
つ
」

あ

る

い

は

「

あ
ぐ
ら

に

坐
す
」

こ

と

は、
一

段
高
い

座
に

い

る

こ

と

を
示
し
、

「

呉
床」

の

和
訓
と

し
て

「

阿
具
良
」

が
用
い

ら
れ
た

の

み

で
、

必

ず
し
も
「

あ

ぐ
ら

を
か

く
」

こ

と

を
明
示
し

て

い

な
い

点
に

は

留
意

が

必

要
で

あ

る
。

　
一

方
継
体
朝
以

降
に

は
、

「

胡
床
」

に

「

踞
坐
」

（
腰
掛
け
る）

す

る

こ

と
が
冖

般
的
に

見
ら

れ

（
23
〜
26
）
、

こ

の

坐

法
が

20
「

王
子
」

や

21
「

帝
」

と

し

て

の

格
式
を

示
す
身
分
表
象
と

し

て

記
述
さ

れ

る。

継
体
天

皇
・

明
王
・

物
部
守
屋
・

穴
穂
部
皇
子
ら
有
力
者
が

、

主

に

外
出
時
に

座

る

も

の

と

し

て

「

胡
床
」

が
位
置

付
け
ら

れ
、

周
辺

に

は

「

百
官
」

が

伺
候
す
る

状
況
が

記
載
さ
れ

て

い

る
。

坐

法

に
つ

い

て

は、
「

踞
坐
」

（

腰
掛
け
る

ー

倚
坐）

だ

け

で

な

く、
「

跏
趺

坐
」

（
あ
ぐ

ら

を

か

く
団

胡
坐）

も

倭
土
の

正
式
な

坐

り
方
で

あ
っ

た

こ

と

が

『

隋
書』

の

記

載
か
ら
知
ら

れ

る

が
、

人

物
埴
輪
の

坐

法
か

ら

す
れ

ば
、

「

踞
」

と

「

跏
趺」

と

に

区
別
や

身
分
差
は

存
在
し

て

い

な

か
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　
以

ヒ

に

よ

れ
ば、

我
が

国
で

は

「

跏

趺
坐
」

（
あ
ぐ
ら

を

か
く
硅

胡
坐）

と

と

も
に
、

七

世
紀
以

前
に

は

蹲
踞
の

伝
統
が

あ
り、

倚
f
坐

（
胡
床
に

腰
掛
け
る、

ま

た

は

あ
ぐ
ら
を
か

く
こ

と）

の

伝
統
が

す
で

に

古
墳
時
代
に

は

存
在
し

て

い

た

こ

と

が

確
認
さ
れ

る
。

　
奈
良
時
代
に

も
聖

武
天

皇
が

用
い

た

「

赤
漆
槻
木
胡
床
」

が

存
在
し
、

さ
ら

に

判
延

喜
式
』

掃

部
式
に

も、

設
座

の

規
定
と

し

て

「

紫
宸
殿
」

に

「

黒

柿
木
倚

子
」

を
設
け
る

こ

と、

行
幸
時
に

は

「

赤
漆
床
子
」

を
設
け

る

と

規

定
さ

れ

て

い

る
。　

26
　
『

延
喜
式
』

掃
部
52
御
座
条

　
　
凡
御
座
者

、

清
涼
・

後
涼
等
殿
設
二

錦
草
塾』
〈

高
麗
錦
表、

薫
地
錦
縁

、

緋

　
　
東
・

裏
V

紫
展
殿
設
二

黒
柿
木
倚
子
諭

行
幸
赤
漆
床
子
く
並

敷

錦
褥．
V

其

　
　
神
事
并
仁
寿
殿

等
座、

設一

短
帖一
如
二

常
儀の

中
宮
草
塾
亦
同
レ

御
。

　
こ

の

規
定
に

続
く
58
設
坐

条
に

よ

れ

ば
、

　
　
皇
太
子
−
白
木
倚
了
（
殿
上
・

行
幸
通
用）

　
　
親
王
・

大
臣
−

赤
漆
小
床
子
（
殿

上
・

行
幸
通
用
V

　
　
大

納
言
・

中
納一．
日

−
赤
漆
小

床
子

（
殿
上
・

行
幸
通
川）

　
　
参
議
以

ド

侍
従
以

ピ
ー
中
床
子
（
殿
上
・

行
幸
通
用
）

と

あ

り、

皇
太
子
ま

で

が

倚
子
の

使
用
を

許
さ

れ

て

い

た
。

「

延
喜
式
』

木
工

式

に

よ

れ

ば
「

大
倚
子
」

と

「

小
倚
予
」

、
「

大

床
子
」

と

「

小
床
子
」

お

よ

び

「

檜

床
子
」

の

製
造

に

つ

い

て

の

規
定
が

見
え、

単
位
は

い

ず
れ

も

⊃

脚
」

で、

コ

尺、
二

寸
」

の

高
さ

を
有
し
て
い

た
。

　
一

方
、

庁
座
の

規

定
で

は
、

同

56
庁
座
条
に

親
王

及
び

中
納
言
以

上

は

「

倚
子

」

、

五

位
以
上

は

「

漆
床
子
」 、

自
余
は

「

白
木
床
子
」

と

の

規

定
が

あ
り、

倚

子
の

使
用

が

中
納
言
以

上

ま

で

許
さ
れ

て

お

り、

倚
子

使
用

の

拡
大
が

確
認
さ
れ

る
。

奈
良
時
代
ま

で

は

天
皇
・

皇
太
子

な

ど

に

限

定
さ

れ

て

い

た

倚
子
の

使
用
が

、

唐

風
化
の

影
響
に

よ

り
弘
仁
九
年
以

降
に

令
制
の

「

牀」

か

ら

「

倚
子
・

床
子
」

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
28）

拡
大
・

転
換
し

た

と

考
え
ら

れ

る。

　
平
安
時
代
後
半
期
の

仁
寿
殿
・

紫
宸
殿
・

清
涼
殿
に

お

け
る

儀
式
に

お
い

て

倚

子
座
が

用
い

ら

れ

た

こ

と

は

『

江
家
次
第
』

な
ど

に

よ

り
確
認
さ

れ

る。

そ

れ

ぞ

れ

仁
寿
殿

で

は

内
宴
に

「

螺
鈿

倚
子
」 、

紫
宸
殿

で

は

諸
節
会
・

旬
儀
な

ど

に
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「

平
文

御
倚
子
」 、

清
涼
殿
で

は

小
朝
拝
・

賀
茂
石
清
水
臨
時
祭
な

ど

に

「

殿

卜

御

　
　
　

　

　
　
　
（
四）

倚
子
」

が

用
い

ら
れ

た
。

三

殿
の

諸
行
事
の

う
ち、

紫
宸
殿
の

節
会
・

旬
儀
な

ど

が
中
心
的

位
置
を
占
め

る

も
の

で
、

仁
寿
殿
と

清
涼
殿

の

倚
子
座

の

行
事
は

派
生

的
な

も
の

と

考
え
ら

れ

る
，

　

本
来
は、

大
極
殿
の

高
御
座
に

置
か

れ

た

倚
子
が
根
源
的
で

あ
り

、

内
裏
内
の

三

殿

に

置
か

れ

た

倚
〜
は

大
極
殿
で

の

行
事
が
即
位
な

ど

に

限
定
さ
れ

る

に

と

も

な
い
、

諸
節
会
な
ど
が

朝
堂

院
か
ら

豊

楽
院
を
経
由
し

て

紫
宸
殿
へ

移
動
し

た

こ

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（
30）

と

に

よ

る

措
置
と

考
え
ら

れ

る。

　
こ

の

よ

う
に

古
く
は

槻
木
が
担
っ

て

き
た

神
聖

性
を
高
度
に

抽
象
化
し
、

即
位

儀
礼
な

ど

に

用
い

ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

高
御
座

お
よ

び

倚
子
が

有
し

た

天

上

と

の

接
点
と

い

う
象
徴
的
な

意
味
は、

国
土

お

よ

び

都
城
の

中
心
と

し
て

重

要
で

あ

っ

た
。

宣
命
に

お
け
る

「

天

阜
が

御
世
御
世、

天
つ

日

嗣
高
御
座
に

坐
し

て

治
め

賜
ひ

慈
し

び

賜
ひ

来
る

食
国
大

下
の

業
」

（
『

続
日

本
紀
』

和
銅
元

年
正

月
乙

巳

条）

な

ど

の

表
現
に

よ

れ

ば
、

天

皇
が

高
御
座
に

坐
し

て

天

下
を
統
治
し

て
い

る

こ

と
を

、

定
型
化
し
た

文
章
の

中
で

述
べ

る
。

基

本
的
に

奈
良
時
代
ま
で

の

天

皇

の

即
位
宣
命
に

は

「

天
つ

日

嗣
高
御
座
」

の

定
型

句
が

用
い

ら

れ、

高
御
座
は

天

皇
位
の

象
徴
で

あ
る

と

説
明
さ
れ

る。

す
な

わ

ち、

高
天

原

に

も
天

つ

高
御
座
が

あ
り、

そ

こ

か

ら

天
皇
家
の

先
祖
が
連
綿
と
受
け
継
つ

い

で

き
た

と

い

う
高
天

原

と

の

神
話
的
時
間
の

連
続
性
を
「

天
皇
が

御
世
御
世
」

と

い

う
表
現
に

よ

り
述
べ
、

さ

ら

に

「

天
」

と

い

う、
言

葉
に

よ

り、

天

上

世
界
と

の

唯
一

の

結
節
点
と

し

て

の

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　（
31）

役
割
が

高
御
座
に

あ
る

と

い

う
垂
直
的

な
空
聞
を

も
表
現
し

て

い

る
。

　
「

天
」

に

対
す
る

「

夷
」

の

意

識
は、

都
城
の

中
心
た

る

大

極
殿
の

高
御
座

（
た

か

み

く
ら）

の

存

在
と

ま

さ

に

対
応

す
る

意
識

で

あ
り

、

高
御
座

は、

記
紀

神
話
で

構
想
さ
れ

た
天

上

世
界
と

の

唯
一

の

結
節
点
と
し

て

垂

直
的
な
空
間
お

よ

び

高
天

原
と

の

神
話
的
時
間
の

連
続
性
を

表
象
す
る

も
の

で

あ
る。

天
と

の

結
節

点
を
統
一

さ
せ

た
高
御
座
は
、

「

飛
鳥
寺
の

西
の

広

場
」

の

よ

う
な

多
様
に

存
在

し

た

前
代
か

ら

の

天

を

祀

る

諸
施
設
を

統
合
し、

都
城
が

成
立

す
る

七
世

紀
後
半

に

形
成
さ

れ
た

。

す
な

わ

ち
、

都
城
11

「

み

や

こ
」

と

い

う
中
心
11

天

上

世
界
と

の

唯
一

の

結
節
点
の

成

立
に

よ

り、

天

か
ら
離
れ

た

「

ひ

な
」

11

畿
外
が

意
識
さ

れ

た

の

で

あ
る。

こ

こ

で

は

本
来
中
心

を
意
識
し

な

い

は

ず
の

空
間
的
な

遠
近
の

区

別
（
ウ

チ

と

ソ

ト）

か
ら

、

垂

直

的
な

「

大
」

と

大

か
ら

離
れ

た

場
所
11

「

夷
」

と

い

う
垂
直
的
な

空
間
認
識
に

大
き

な

転
換
が

認
め

ら

れ

る
。

「

天
」

と

「

夷
」

に

は
、

容
易
に

埋

め

が

た
い

文
化
的
落
差
が

存
在
す

る

と

観
念
さ

れ、

華

夷
の

区
別
を
内
包
し

た

大
き
な
飛
躍、

断
絶
が
そ

の

間
に

は

存
在
す
る

。

歴
史
的

に

は

都
城
と

い

う
首
都
が

形
成
さ

れ
る

こ

と

が
、

こ

の

意
識
形
成
の

大
き

な
契
機

　
　

　

　
　
　
　

　
（
32）

に

な
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

お

わ
り

に

　
以

上
、

占
代
工

権
に

お

け
る

表
象
物
の

重
要
な

素
材
と

し

て

神
聖

視
さ

れ

た

槻

木
お

よ

び、

そ

の

素
材
を
用
い

た

と

考
え
ら

れ

る

厨
子
や

高
御
座
の

椅
子

に

つ

い

て

概

観
を
試
み

た
。

奈
良
時
代
に

お

け

る

倚
子
座
の

様
相
な

ど
、

残
さ
れ

た

課
題

は

多
い

が、

ひ

と

ま
ず
こ

こ

で

擱
筆
す
る

こ

と

と

し

た

い
。

注
（
1）
　

、

日

本
国

語
大
辞
典
』

縮
刷
版

第
九
巻、

小

学
館、
二

〇

〇
．

年、
二

六
二．
頁
「
つ

　

き
」

の

項
目

。

（
2）
　

今

泉
隆

雄
「
飛
鳥

の

須

彌
山

と

齋

槻
」

（
『

占
代

宮
都
の

研

究
』

吉
川

弘

文
館、

　
　一

九

九
＝ ．
年、

初

出
一

九

九
二

年）
。

保
立

道

久
「

巨

樹
信

仰

と

道

祖

神
」

（
「

史

　

潮』

三
＝ 、
⊥一、
四

合
併

号、
一

九
九

三

年）
、

二

八

〜．、一
〇

頁。

（
3）
　
「

束
大
寺

献
物
帳
」

に

は

「
槻
御
弓
六

張
」

と

見

え

る

（
「

大
日

本

占
文

書』

第
四

　

巻
一

四
一

頁
、

一

九

〇】
「

年）
。

（
4）
　

拙
稿

「

古
代
に

お

け
る

宮
の

成
立

と

発

展
」

（
「
占
代
王

権
と

都
城
』

吉
川
弘
文
館、
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　一

九

九
八

年）
、
．

一

頁。

（
5冖）
　

「

天

語
歌
」

に
つ

い

て

の

研
究

史
に

つ

い

て

は、

占
村
武

彦
「

都
と

夷
（
ひ

な）
・

　
　
東

国」
（
「

万

葉
集
研

究」
、
一
．
、

一

九

九

七

年）

参
照

。

な

お、
「
比
那」

の

用

字
は

　
　
し

ば

し
ば

都
鄙
の

よ

う
に

田

舎
を
示

す

門

鄙
」

の

用

字
が

用
い

ら

れ

る

が、

す
で

に

　
　
指

摘
が
あ
る

よ

う
に

「

天
」

と

の

対
比

で

は

「

夷
」

が

妥
当
と

考
え
る

〔、
平

野

邦
雄

　
　「
古
代
ヤ
マ

ト

の

世
界
観
」

『
史
論』

三

九、
一

九
八

六

年）
。

（
6）
　、、一
重
の

采
女
を
出

身
地
か

ら

鄙
と
す

る

解

釈
も
あ
る

が、

天

泉
と

共

有
す
る

空

間

　
　
と

す
れ
ば、

天

と
の

接
点
に

位
置
す
る

と

解

す
る

の

が

妥
当
で

あ

る、、

（
7）
　

神
野
志
隆

光
「
占

事
記
の

世

界
観』
〔
吉
川
弘

文
館、
　一

九

八

六

年
V

、
　一

九
八

〜

　
　．
一
〇．
一
頁

。

（
8）
　
「
本

朝

月

例
h

巻

八
一

松
尾

祭
の

項

に

は
、

こ

の

槻

木
を

「

我

時
々

来

遊
之

木

　
　

也」

と

表
記

し、

依
り

代
と
し

て

の

役

割
が

あ
っ

た
こ

と

を
伝
え

て

い

る。

（
9）
　

今
泉
隆

雄
註
（
2）

論
文

。

（
鱒）
　
山

田
英

雄
「

中
臣

鎌
足
伝
に

つ

い

てー
（
『
口

本
黶
史
』

五

八、
一

九
五、、一
年）、

同

　
　「
巾
大
兄

と

中
臣

鎌
足
の

出

会
い
」
（
『
歴

史
公
論』

九
一

、

一

九
八一．一
年）

に

よ

れ

ば、

　
　『
＝、
国

史
記』
『

三

国

遺
事』

に

も
蹴
鞠

を

モ

チ

ー

フ

と

し

た
同

様
な
説

話

的
な

記
事

　
　
が
あ

り、

史

実
と

は

認
め

ら
れ

な
い

と

す
る、、

た

だ
し、

説
話
の

舞
台
と

し

て

「

法

　
　
興

寺
槻
樹
之

ド
」

で

の

蹴
鞠
を

構
想
し

た

こ

と

の

意
味
は

別
途

考
え
る

必

要
が

あ

る。

（
11）
　

和
田
萃
「
タ

カ

ミ

ク

ラ
」

（
『

日
本
古

代
の

儀
礼
と

祭
祀
・

信

仰
』

L
、

塙
書

房、

　
　一

九

九

五

年、

初
出
、

九

八

四

年）
。

（
12）

拙
稿
「

小
墾

田
宮
と

浄
御
原

宮
」

〔
『

古
代
文

化』

五
一

1．．．
、

一

九
九

九

年）
。

（
13）
　

能…
谷
公

男
「

蝦
夷
の

誓

約
」

（
奈

良
古

代
史

談
話

会

『

奈
良

古
代

史
論

集」
　．
、

　
　一

九

八

五

年）
、

同
「

蝦

夷

と

王

宮

と

王

権

と」
（
「
奈

良

古

代

史

論

集隔
一．．
、

　
　一

九
九

七

年）
。

今
泉
隆

雄
「

蝦
夷

の

朝

貢
と

饗

給
」

（
高
嬌
富

雄
編
『
東

北
古

代
史

　
　
の

研
究』

吉
川
弘
文

館、
一

九
九

六

年）
，

（
14）
　

和
田
萃
註

（

11
）

前
掲
論
文。

石

上

英
一

「
律
令
制
と

古
代
天

皇
支
配

に

よ

る

空

　
　
間

構
成
」

（
『
講

座
前

近

代
の

天
皇
』

四、

青
木

書

店、
一

九

九

五）
。

拙
稿

「

古

代

　
　
都

城
の

首
都

性
」

〔
『

年
報
都

市
史
研
究』

七、
一

九
九

九

年）
。

（
15）
　

下
ッ

道
が

山
田

道
と

交
差

す
る

軽
の

衢
に

も

「

軽
の

社
の

　

齋
槻」
〔
「

万
葉

集
』

　
　

巻
一
一

1．
一
六

五

六

番

歌）

と

詠
ま

れ
た

神
聖

な

槻
木
が

あ
っ

た
．

「

延

喜
式」

神

　
　

名
L
の

高

市
郡
五

四

座

の

う
ち

に

は

現

橿
原

市
西
池
尻

町
字
軽

占
あ
る
い

は

大

軽
町

　
　
の

天

神

社
に

比
定

さ

れ

る

「

軽
樹

村
坐

神
社
二

座」

が

見

え
（
「
大

和
志
』

・
「
神

名

　
　
帳

考

証
』

・
『
橿

原

市
史』
）
、

「

万
葉

集』

に

詠
ま

れ

る

「

軽
の

社
」

を
示

す
と

考
え

　
　
ら
れ

る。

貞
観．
兀

年
に

「

軽

樹
村
神」

は

従
亙

位
下

か

ら

従
五

位
上

に

昇

叙
さ

れ

た

　

　
と

も

あ
る

（
『．．一
代
実

録「

貞
観

元

年
臣

月一
．

十

七

日
条）
。

さ
ら

に、

天
武
天

皇
が

　
　

広

瀬
野
に

狩
を

す
る

に

あ
た

り、

親
土
・

諸
臣
ら

は

コ
軽
市

」

に

集
結、

小
錦
以

上

　

　
の

大

夫
は

皆

「

樹
ド

」

に

列

座

し、

大
山

位
以

ト
の

者
は

そ
の

前
を

乗
馬
し

て

通
り

　
　

過
ぎ、

大
路

に

沿
っ

て

南
か

ら

北
へ

行

列
し

た

と

も
あ

る

〔
天
武

紀
十
年
卜
月

是
月

　
　

条）．、
．

方、

さ

ら

に

南

方
の

高

市

郡

の

今
来
に

も
「

槻
本」
「

大

槻
」

の

地
名
が

あ

　

　
る。

雄
略

朝
の

伝
承
に、

根

使
主

の

讒

言
に

よ

る

眉
輪
工

の

変
の

の

ち、

大
泊
瀬
皇

　

　
子

（
の

ち
の

雄
略
天

皇）

は

円

大

臣
・
黒

坂
皐

子
・
眉

輪
｛

ら
を
焼

き
殺
し

た

が、

　
　

舎
人

た

ち
は

そ

の

遺

骨
を
選

別
で

き
な

か
っ

た

の

で、
．

つ

の

棺
に

納
め

「

新
漢
の

　
　

槻
本
の

南
の

丘
」

に

合
葬
し

た

と

あ
る

（
雄
略
即
位
前

紀〕
。

、

大

和
志
」

は

こ

れ

を

　
　

現

在
の

大
淀

町
今
木
に

比
定
す

る。

大

化
五

年、

異
母

弟
蘇
我
臣
日

向
の

讒
言
に

よ

　
　

り
宅

を

兵
で

囲
ま
れ

た

蘇
我

倉

山

田

石

川

麻
呂
ら
は

茅

渟
道
か
ら

逃

げ、

山
田
の

家

　

　
へ

向
か
っ

た

が、

そ
れ

を
知
っ

た

長
了
の

興
志
は

父
を
「
今
来
の

大

槻
」

の

も
と
に

　
　

迎
え

た
と

あ
る

が

（
孝
徳

紀
大

化
五

年一一．
月
戊

辰
条）
、

こ

こ

は
雄

略
即

位
前
紀
に

　
　

見
え

る

，

新

漢
槻
本」

と

同

地

と

さ

れ

る

二

明

冂

香
村
史
」

上）
。

こ

の

よ

う
に

、

　
　

槻

木
に

象
徴
さ

れ
る

聖

地
は

大

和
の

各
地

に

存
在
し、

神
社
の

鎮
座
地

や

埋

葬
地、

　
　

儀
式
の

場
な

ど

に

使
用

さ
れ

た

こ

と

が

確
認
さ

れ
る。

〔
16）
　

奈
良
県
立

橿
原
考

古
学
研

究

所
「
飛
鳥

京
跡』

珊

〔、
一
〇

〇
八

年）

に

近
年
ま
で

　

　
の

研

究
史
の

ま

と

め

が

あ
る。

私
見
は、

拙
稿
註
（
12）

前
掲
論
文
お

よ

び

同

「
飛

　
　

鳥
浄

御
原
の

建
物
群」
（
「
毎
日

新
聞」

五

月
八

冂

夕
刊、

二

〇
Q
六

年）

参
照

。

（
17）

薗
田

香

融
「

護

り

刀

考
」

（
『
H
本

古
代

の

貴

族

と

地

方
豪

族』

塙
書

房
、

　

　、

九

九一
、

年、

初
出
一

九

五

四

年）
。

（
18）
　

佐
藤
宗
諄

「

元
ボ
天

皇
論
」

〔
『
占
代
文

化』
、．一

〇

1一
、

一

九

七

八

年）。

〔
19）
　
米
田

雄

介

「

正

倉

院

と

口

本

文

化』

吉
川

弘

文

館、
　．

九

九

八

年、

九
．

〜

　

　．

〇
一

頁
。

〔
20）
　

東
野

治
之
「

元

正

天

皇
と

赤

漆
文
欟

木
厨
子
」

〔
橿

原

考
古
学

研
究

所
編
「
橿
原

　
　

考
占
学

研
究

所
論

集』

十
＝ ．、

吉
川
弘

文
館、
【
九

九

八

年）、

拙
稿
「

聖

武

朝
の

　
　

政
治
と

王
族
」

（
『
家

持
の

争
点

H』

高
岡

万
葉
歴
史
館

叢
書
一

四、
二

〇

〇
二

年）
、

　
　

同

『

女
帝
の

世
紀
』

角
川
学
芸

出

版、

二

〇

〇

六

年。

（
21）
　

吉
江
崇
「

律
令
天
皇

制
儀
礼

の

基

礎
的

構
造
−
高
御
座

に

関
す
る

考
察
か
ら

ー」

　

　
（

『

史

学
雑
誌
』

　．
、
．
一
−

三
、．

一
〇

Q
三

年）
．

満
m
さ

お

り
「

仁

寿
殿
・

紫
宸
殿
・

　
　

清

涼
殿
の

空

間
構
成
と

儀
式

ー
平
安
宮
内

裏
の

空
間
構
成

と

儀
式
に

関
す
る

歴
史
的

　
　

研
究
ll

」

（
「
凵

本
建

築
学
会

訊
画
系
論

文
集」

六
三

四、、
一
〇

Q
八

年）。

〔
22）
　
＋

冂

江
崇
註

〔
21）

前
掲
論
文

は、

天

皇
の

床
子
座
か

ら

倚
子
座
へ

の

転
換
の

画
期

　
　

を、

弘
仁
九

年
の

唐

風
化
政

策
に

よ

る

座

具
の

改
変
に

求
め

る
。

こ

れ

に

対
し

て、
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大

隅

清
陽
「
座
具

か

ら

見
た

朝
礼
の

変

遷

ー
養
老

儀
制

令
12
庁
座
ト

の

史

的
意

義

　

1」
（
池
田

温
編

「
日

中

律

令
制
の

諸

相』

東
方

書
店、
、

一
〇

〇．
、

年）

は、

天

阜

　

　
の

倚
r
使
用

を
七
世

紀
以
前
に

遡
ら

す。

（
23）
　

塚
田

良
道

「

古

墳
時
代
に

お

け
る

坐

の

系

譜
」

（
『
人

物
埴
輪
の

文
化

史
的
研

究』

　
　

第
三

章、

雄
山
閣、

二

〇
〇

七

年、

初

出一
、

○

○
○

年）
。

（
24）
　
「

跪
坐
」

が

貴
人
に

対

す
る

伝

統
的
な

拝
礼

方
法

で

あ
っ

た

こ

と
は、

大

人
と

下

　

　
戸

の

礼
法

を

記
し

た

「
魏

志
倭

人

伝
」

や

立

礼
以

前
の

跪

礼
・

匍

匐
札

を

記
し

た

　

　『
日

本

書
紀
』

推
占
十
二

年
九

月

条
・

天

武
十
一

年
九

月
壬

辰
条、
「
続

口

本

紀』

慶

　
　

雲
元

年
正

月
半
亥

条
な
ど
か

ら

確
認

さ

れ

る。

（
25）
　
藤
出

豊
八

「

胡

床
に

つ

き
て
」

（
「

東
西
交

渉
史
の

研
究』

西

域
編
及

附
編、

岡
書

　
　

院、
一

九、
壬．一
年
） 、

原

山

淑
人
「
日
本
に

お

け
る

倚
坐

の

習
俗
」

（
「
東
亜

古

文
化

　
　

論

考」

占
川

弘
文

館、
一

九

六

二

年、

初
出
一

九

五

二

年）
、

小
泉

和
子

『
家

具
と

　
　

室

内
意
匠
の

文
化

史』

法
政
大

学
出

版

局、
一

九
七
九

年、

同

「

倚
子

と

座

ー
座
り

　
　

方
の

文

化
を

中
国
・

朝
鮮
・
凵

本
に

見

る

ー
」

（
『
ア

ジ

ア

の

な

か

の

日

本
史
一

M
文

　
　

化
と

技
術

、

東
京
大

学

出
版

会
、

一

九
九

三

年）
、

李

斌
・
船

橋
國

男
・

奥
俊

信
・

　
　

鈴
木
毅
・

小
浦
尚

子
・

本
多

道
宏
「
中
国
に

お

け
る

坐

の

様
式
の

変
遷

過
程
に

関
す

　

　
る

研
究
」

（
『
日

本
建

築

学
会

計
画

系
論

文
集』

五
一
八、
一

九

九
九

年）

な
ど。

た

　

　
だ

し、

倚
坐

の

導
入

時
期
や

倚
坐
以

前
の

正

式
な
坐

り
方
が
跌
坐

か

正

座

に
つ

い

て

　

　
は、

論

者
に

よ
っ

て

微
妙
に

相
違
す

る。

（
26）
　

塚
出

良

道
註
（
23）

前
掲

論
文。

（
27）
　

人
物

埴
輪
に

は

腰
掛
け
た

男
性
が

膝
上

で

琴
を
弾

く
例
が

あ

り
〔
群

馬
県

前
橋
市

　
　

朝
倉
町

出
上
の

琴
を

弾

く
男

性
倚
坐

像）、

腰

掛
け

て

琴
を
弾

く
こ

と

も

可
能
で

あ

　

　
っ

た

と

考
え

ら

れ

る。

（
28）
　
『
令
義

解」

雑

令。
『
政

事
要

略」

糾
弾

雑
事、

致

敬
拝

礼
ド

馬
。

『
弘

仁
格

抄』

　

　
上、

式

部
E

（
29）
　

李
斌
ほ

か

註
（
25）

前
掲

論
文。

（
30）
　

占
江

崇
註
〔
21）

前
掲

論
文
は、

豊

楽
殿

の

床
子

座

を
示

す
『
儀

式』

の

記
載
を

　
　

根
拠
に

天

阜

の

床
で
座
か
ら

倚
子

座
へ

の

転
換
を

平
安
初
期
に

想
定
す

る
。

し

か
し

　

　
な

が
ら、

当
時
は

ま

だ

大

極
殿
儀
の

倚
〜
座
が

消
滅
し

た
わ

け
で

は

な

く、

床
子
座

　

　
と

倚
子
座
の

併

存
も

想
定
さ

れ

る。

（
31＞
　
註
（
14）

論
文

参
照

。

（
32）
　

拙

稿
「

律

令

国

家

の

王

権

と

儀

礼
」

〔
佐

藤
信

編
「
凵

本

の

時

代

史』

四、

　

　
二

〇

〇
二

年）
、

同
「

首
都
平

城
京」
（
広

瀬
和
雄
・

小
路
出

泰
直
編

「
古

代
王

権
の

　

　
空

聞

支
配
』

青
木

書

店、

二

〇
〇

三

年）
。

ち
な

み

に、

高

御
座
は

『
延

喜

式』

内

匠
寮
に

よ

れ

ば

八

角
形
と

推

定
さ
れ

る

が、

孝
徳
朝
に

明

確
化
す
る

四

方
国

の

意
識

を

さ

ら

に

発

展

さ
せ、

国

十

の

隅
々

ま

で

を

支

配

す
る

「

天

地
八

方
」

「

八

隅

知

之
」

の

意

識
を
形
状
と

し

た

と

考
え
ら

れ
て
い

る

〔
和
田

萃
註

（
11）

前

掲
論
文）
．

し

た

が
っ

て、

時
期

的
に

近

接
す
る

前
期
難
波

宮
の

東
西
八

角
堂

や

八

角

墳
（
舒
明

陵
・

天

智
陵
な
ど）

と

の

思

想
的
な

関
連
性
に
つ

い

て

も

今
後、

検
討
す
る

必

要
が

あ

る．

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
（
に

と

う
　
あ
つ

し
・

国
立

歴

史
民
俗
博
物
館）
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